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轡
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要
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理

畢

士

大

村

一
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C

第

三

紀
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中

の

油

田

-

並
米
利
加
倉
衆
園
の
窮
王
妃
層
油
田

a

太
卒
洋
沿
岸
叉
は
加
州
池
田

P
ac
i
A
c
co
a
s
t

o
r
C
a
lifo
rnia
o
il
fie
ld
s

穐
置
鹿
租
.∫;S
泊
置

本
油
S
は
カ
サ
フ
ォ
ル

エ
ヤ
州
の
南
宇
部
の
豪

申
洋
離
岸
に
近
か
き
地
方
に
帝
展
せ
る
大
小

甘
玉
鋼

の洲
田
の
絶
弼
な
-
｡
春
油
田
は
地
形
の
関
係
よ
-
普
通
左
り
三
大
笛
城
に
罷
介
さ
れ
て
屠
る
.

川

サ

ン
ノ
ー
キ

ソ
霞
城

S
a
n
J
oaqu
if)
V
a
l
ley
D
iv
isio
n

拘

治
岸
低
域

C

oastalD
ivision

囲

南
部
叉
は

ロ
ス
｡
ア

ン
ゼ
ル

ス
慌
域

S
outher
rl
O
r

L
os
A
n
g
e
le
s
m
asin
D
iv
is
i.
n

右
区
域
だ
地
形
的
閤
係
を
概

週
す
れ
ば
'
衆

の
加
-
で
あ
る
0
滴

榔
加
州
の
東
部
に
は

シ
エ
ラ
･
ネ
バ
ダ

Sie
rra

N
ev
a
d
a
の
山
脈
購
属
し
.
海
岸

に
は
侮
樺
山
扉

C
.ast
R

ange
在

-
p
そ
の
両
山
脈

三
関
に
は
贋

き
サ

ン
ノ
ー

キ

ン

SanJ
ofTtquin
V
a
lle
y

が
横
は
つ
て
居
る
｡

シ
ラ
フ
｡
ネ
で

か
脈

は
高
峯
'
峻
嶺

の
肺
列
で
あ
る
が
.
海
岸

石
油
地
質
準
概
賓

蒜

現

カ

ー



地

域

弟
七
番

界
こ
戟

孟
六

六
二

山
脈
は
前
者
に
比
し
て
塩
か
に
低
率
で
且
つ
開
所
進
み
p
幾
多
の
渓
谷
に
切
断
さ
れ
て
屠
る
｡
Ⅲ
の
サ

ン
ノ

ー
･
キ

ン
儀
域
の
油
Itji
は
'
岡
谷
の
南
端
に
於

T
y
エ
ラ
ネ
バ
ク
及
び
渥
岸
山
脈
の
縁
連
に
氾
ふ
て
常
連
し
て
腐
る
｡
判
の

沿
岸
慮
域
の
抽
出
は
海
岸
山
脈
中
に
'
永
年
群
瞥
伴
に
近
か
-
鎗
逢
し
て
居
る
｡
同
じ
沿
岸
山
脈
匿
城
内
に
於
て
も
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稚
々
甫
カ
の.1
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
,S
南
部
に
は
比
較
的
贋
渦
な
低
地
が
形
成
さ
れ
て
屠
る
0
政
の
cl
ス
'
ア
ン
ぜ
〟

月
の
底
地
に
牽
塗
せ
る
も
の
を

僻
に
南
部
儀
域
叉
は
ロ
ス
'
ア
ン
ゼ
ル

ス
低
域
だ
邦
さ
れ
て
屠
る
の
で
あ
る
｡

加
州
油
田
に
は
倉
油
層
の
露
出
'
ア
ス
ハ
ル

ト
の
存
在
等
の
兆
候
頗
る
多
-
叉
'
そ
れ
等
の
大
規
模
の
も
の
少
な

か
-
ざ
-
し
故
.
石
油
工
業
の
初
期
よ
-
事
業
家
の
注
意
を
惹
い
た
も
の
で
あ
る
.
然
か
れ
ざ
も
此
の
方
南
の
文
化

の
遅
れ
居
た
る
と
.
産
出
す
る
石
油
が
燈
軸
の
製
造
に
困
難
な
-
L
等
の
関
係
に
て
'
其
の
敏
展
は
東
部
に
此
し
て

頗
る
遅
々
た
る
も
の
.で
あ
っ
た
｡
最
初
に
出
池
を
見
た
る
は
沿
岸
高
域
に
し
て
経
済
的
油
量
に
達
し
た
る
は

1
八
七

五
年
以
後
で
あ
る
｡
而
し
て

7
八
九
〇
年
頃
迄
の
産
油
は
専
ら
沿
岸
区
域
よ
-,,I,
凍
た
-
'
そ
の
塵
も
僅
少
に
し
て
未

だ
育
苗
晦
に
達
せ
ざ
-
L
が
.

山
八
九

〇
年
代
に
至
-
サ

ン
ノ
ー
キ
ン
高
域
及
び
B
ス
ア

ン
ゼ

ル

ス
馬
域
に
も
油
田

出
現
し
凍
た
-
て
十
九
世
紀
の
絡
-
に
は
漸
ぐ
四
宵
Ti=3
代
に
逢
し
た
有
機
で
あ
っ
た
｡
怨
か
る
に
二
十
億
紀
に
入
り

て
よ
-
は
'
各
店
域
に
於
け
る
従
雄
の
油
田
の
費
連
,,J
新
油
田
の
出
現
に
依
て
急
速
の
教
壇
を
遂
げ
'

7
九
二
〇
年

に
は
加
州
油
田
の
年
産
覇
は

7
億
覇
に
達
し
た
｡
即
ち
本
油
田
年
産
額
は
二
十
年
間
に
五
十
倍
の
噂
加
を
見
た
わ
け

で
あ
る
｡
三
宙
城
中
.
サ

ン
ノ
ー
キ
ソ
区
域
は
最
も
日
醒
し
き
静
壇
を
露
げ
.

1
九
二
〇
年
常
時
の
年
産
額
の
八
〇

%
は
欝
に
此
の
区
域
よ
-
産
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡
更
に

7
九
二

7
年
頃
よ
-
B
ス
ア

ン
ゼ
ル

ス
高
域
に
数
多
の
大

油
田
出
現
し
.
低
に

7
二

1
ケ
年
間
に
倍
額
の
年
産
を
見
る
に
至
っ
た
｡

7
九
二
四
年
の
加
州
油
田
の
年
薦
額
は
二

二
八
p
九
三
三
､
0
0
0
覇
で
あ
る
｡
而
し
て
同
年
に
於
け
る
三
尾
域
の
産
覇
の
別
命
は

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
笛
域
六
六

%
サ
ン
ノ
ー
キ
ン
高
域
三

1
%
沿
岸
区
域
三
%
で
あ
る
｡

一
九
二
四
年
度
に
於
け
る

1
日
十
寓
覇
以
上
を
慶
出
せ
し

大
泊
的
は
ロ
ス
ア

ン
ゼ

ル

ス
笛
域
の
ロ
ン
グ
◎
ビ
ー
チ

L
o
n
g

B
ea
c
h
の

〓
ハ
g
I.
〇
り

0
時
及
び
サ
ン
ノ
ー
キ
ン

石
油
地
質
畢
概
要

恵

六

三



地

球

第
七
啓

発
二
双

晶

八

六
祖

博
戯
の
-

ツ
ド
ゥ

エ
ー
茅

ソ
セ
ッ
ト

TVlid
w
a

y
S
u
n
seJ

竺

〇
〇
.

〇
〇
〇
覇
の
二
つ
で
あ
る
｡
そ
の
他

言

1
苗
幅
以
上
の
油
凹
は
合
計
十
二
個
所
で
あ
る
｡

一
八
七
六
年
よ
-

l
九
二
四
年
に
至
る
加
州
油
田
の
絶
慶
福
は
こ

う
〇
六

一
､
六
六

〇
､
O
C
O
覇
で
あ
る
｡

最
初
に
述

べ
た
る
如
く

加
州
油
田
中
初
期
に
敏
速
せ
る
油
田
は
凡
て
表
面
兆
候
に
由
て
誘
導
さ
れ
た
る
も
の
な

闘布分田油弧形地域院ス'レせ yアスロ

る
も
･
二
十
位
紀
に
入

-
て
費
見
さ
れ
た
る
的
相
中
に
は
表
面
兆

候
に
採
ら
ず
'
専
ら
地
質
及
地
質
構
造
の
研
究
に
由
て
閑
散
さ
れ

た
る
も
の
甚
だ
少
な
-
な
い
の
で
あ
る
｡
就
中
.

-
九
二
〇
年
以

後
に
費
見
さ
れ
た
る
油
EEI
は
悉
-
地
質
の
研
究
に
由
っ
た
も
の
で

あ
る
｡
殊
に
ロ
ス
ァ

ソ
ゼ
ル

ス
の
低
地
内
の
何
等
表
面
兆
候
な
き

方
面
に

一
候
の
構
造
線
を
辿
-
'
'1
ン
チ
ソ
ト
ソ
ー
ビ
ー
チ

H
u
n

t
ir]g
to
n

B

each
rL
ソ
グ
｡
ビ
ー
チ
P
ド
ミ
ソ
グ
ス
D
o
m
ing
u
e
z

及

び
其
の
他
の
油
田
余
計
八
ヶ
所
を
閲
脅
せ
し
如
き
は
最
も
典
政
あ

る
も
の
で
あ
る
｡
(

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
堪
域
油
田
分
布
園
愛
児
)

油
欝
は
約
田
に
由

-
嘩
化
あ
-
て
種
類
極
め
て
多
い
｡

7
敗
に

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系

に
し
て
'
最
も
浪
塞
な
る
も
の
よ
-
.
種
柿
な
る
も
の
は
ポ

ー
メ
三
五
度
程
度
の
ま
で
あ
る
｡
さ

れ
..･/二

五
-

二
〇
程
度
の
も
の
一最
も
多

い
0

地
は弊
店
尿

加
州
抽
出
.の
地
質
に
紺
叩L

l
股
概
念
か
ー得
る
優
州
め
に
キ
ク

W
･
W
･
K
e-
氏
の
研
究
に
成
れ
る
杜



状
h問
を
親
げ
て
罷
-
O
(U
･
S･G
e

oL･
Survey
B
uLL･7
53
)

I酢伏杜質鞄州加

止
の
柱
状
園
に
示
す
如
-
余
部
の
厚
さ

は
約
六
蓄
粥
に
達
し

T
部
斬
新
嵐
の
部
分

に
鮮
水
の
一沈
澱
物
を
散
見
す
る
外
'
他
は

凡
て
海
底
の
地
層
で
あ
る
C
概
し
て
浅
水

の
沈
澱
が
多
い
O
而
し
て
海
底
の
格
動
､

隆
起
等
に
由
る
不
整
食
の
多
い
こ
亡
は
本

油
田
夢

二
紀
層
の
赫
微
で
あ
る
｡
地
膚
は

部
分
的
に
は
塵
追
放
し
き
も
'
塾
概
.fJ
し
て
は
太
鰹
に
於
て
同

1
の
傾
向
を
有
し
て
屠
る
.
衆
に
地
層
の
性
質
の
大

要
を
説
明
し
て
澄
-
0

上
部
の
ア
ユ
ル

ナ
ソ
ド
厨
は
砂
'
砂
利
ttq･J
ま
}J
L
少
量
の
頁
岩
を
伴
ふ
て
屠
る
も
の
で
あ
る
｡
其
の
下
部
の
ビ
n

層
は
神
々
多
畳
に
砂
質
頁
岩
を
有
し
'
基
の
貢
岩
は
届
宜
状
の
自
碓
港
頁
岩
を
伸

ふ
特
徴
が
あ
る
.
時
代
は
大
部
分

は
鮮
薪
L･i
る
も
上
部
は
洪
職
期
の
も
の
に
推
移
せ
る
も
の
4,)
考

へ
ら
れ
て
居
る
.

中
部
の
.H

ゾ
テ

レ
-
膚
群
に
留
る
も
の
は
各
部
中
新
期
に
屈
し
'
大
概
に
於
て
頁
潜
を
韮
･,-,
し
て
居
る
系
統
で
あ

る
｡
上
部
の
モ
デ
ロ
静
は
ま
だ
し
て
樵
鞄
土
質
の
質
岩
よ
り
戚
-
紗
岩
及
純
貿
貿
岩

C
her
ty
･bed
を
伸
ふ
て
居
る

時
に
は
純
粋
の
拙
技
土
の
厚
層
を
見
る
こ
と
あ
､り
.
ラ

ン
ポ

ッ
ク

L
.
m
p
.
C
油
用
附
鋸
に
は
純
粋
の
碓
藻
土
操
典
域

が
あ
る
｡
中
部
の
㌔
ハ
ン
ガ
暦
は
僻
岩
な
ま
1,す
る
も
下
部
の
F,,
ク
言

.
ス
厨
は
褐
色
の
質
砦
が
多
い
｡

石
油
地
質
堪
栂
野

藍

六
五



地

球

第
七
巻

第
二
班

喜

空

ハ

下
部
に
は
轟
び
砂
軍

礎
岩
を
き

し
す
る
暦
系
あ
-
p
其
上
部
は
鮮
水
沫
成
層
に
し
て
漸
新
期
の
も
の
だ
考

へ
.･1"

れ
て
屠
る
｡

其
の
以
下
は
全
部
鶴
新
期
の
も
の
で
あ
る
｡

麓
三
紀
の
下
部
に
ば
上
部
自
重
紀
の
砂
岩
を
ま
･i,
す
る
厨
系
の
麓
は
る
を

普
迫
だ
す
る
も
所
に
出
て
は
自
室
紀
以

前
の
舜
紫
岩
叉
は
花
園
岩
を
不
整
今

暗
に
直
接
に
被
覆
す
る
こ
だ
が
あ
る
｡

本
油
甲
ぜ
構
成
す
る
地
居
中
新
期
の
N
',.言

責
岩
層
を
初
め

Lヾ
L
極
め
士

多
量

の微
生
物
を
含
む
頁
岩
を
爽
有
す

る
=
亡
が
頗
る
多
い
,
そ
れ
琴

本
瀬
田
の
石
碑
は
,
こ
れ
等
の
貢
岩
よ
-
成
生
さ
れ
た
る
も
の
ど
倍
や
る
地
質
畢

潜
が
多
数
で
あ
る
｡

以
上
の
内
･
重
要
な
る
産
油
暦
準
は
上
部
の
7
言

ナ
ン
ド
層
群
の
下
部
'
竜
ソ
グ

レ
ー
層
群
の
上
部
乃
至
中
部

で
あ
る
｡
就
聖

三

ル
ナ
ソ
ド
層
群
の
下
部
が
最
も
多
量
に
石
油
を
産
し
･
恐
ら
-
加
州
油
田
の
八

〇
%
に
達
す

る
で
あ
ら
う
･
即
ち
加
州
油
田

の豊
要
油
層
の
時
代
は
中
新
期
及
び
鮮
新
期
で
.
就
中
鮮
新
期
が
最
も
盛
で
あ
る
｡

そ
れ
嘩

単
著
に
由
て
は
加
州
油
Fji
の
石
油
の
大
部
分
は
合
微
生
物
頁
岩
の
多
き
中
新
期
の
地
膚
中
に
成
生
さ
れ
'

上
部
の
鮮
薪
期

の地
層
中
に
貯
招
さ
れ
た
る
も
の
,,J
解
し
て
居
る
0
地
の
外
'
サ
ン
ノ
ー
キ
ン
霞
城
の

コ
ー
プ
ソ
ガ

c
o
alin
g
a

油
E=

竺
部
に
は
自
重
紀
が
砂
岩
よ
-
石
油
を
得
て
居
る
も
の
が
あ
る
0
但
し
そ
の
量
は
極
め
て
少
量

で
あ
る
｡

本
油
田
の
蔚
三
紀
厨
は
撃

嘉

の
終
末
,
乃
至
は
弟
四
紀
の
初
め
に
常

-
鋸
き
造
山
カ
に
作
用
さ
れ
急
激
な
る
閣

曲
を
成
し
,
同
時
に
多
数
の
断
層
を
誘
静
せ
る
故
･
本
油
田
の
構
造
は
頗
る
複
雑
で
あ
る
｡

山
舷
に
大
油
田
は
傾
斜

の
仙川疎
的
綻
滋
た･bる
甜
円
.1･針
拙肝
油氾
及
｡ひ
仙界
掛
構
造
の
上
に
静
連
す
-
か
晶
日通
1･j
L
居
る
'
然
か
れ
此
ハ.'
油
田
に
由
･Jl
で



は
奄
仙郷
な
る
構
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の

上
に
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立
せ
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あ
-
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サ

lアrリELL〝Ol
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o
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SANTAh1ARIA

ン
ノ
ー
キ
ン
畷
域
り
マ

ツ
キ
ー
-
ツ
油
円
の
如
き
は
衝
土
断
層

o
v
er
th
rust
fau
lt
の
部
分
に
威
光
し
て
屠
る
0
(断
面
同
塵

照
)
貯
溜
岩
は
例
外
無
-
凡
て
砂
岩
に
し
て
'
大
部
分
は
柔

軟
規
整

s
o
f
t

&

L
o

o
se
の
も
の
で
あ
る
0

土
暦
蘭
中
の
獣
骨

B

olled
epo
sitin
asp
h
a
it
甘
ス
ア

ン
ゼ
ル

ヌ
市
の
郊
外
に
は
土
醍
膏
の
沈
積
頗
る
多
-
.
古
-

よ
り
遣
防
備
装
用
yJ
し
て
抹
堀
さ
れ
て
居
る
O
雌
の
方
南
で

は
士
渡
帝
の
こ
ど
な
ブ
リ
ア
B

r
e
a

だ

呼
ん
で
居
る
｡
該
語

は
両
班
牙
語
の
石
油
を
窓
暁
す
る
も
の
な
る
も
.
商
加
州
.

メ
キ
シ
コ
及
び
南
光
方
南
に
於
て
は
温
重
の
石
油
及
び
ア
ス

ハ
ル

ト
の
如
き
物
質
を
拍
耕
す
る
に
使
用
さ
れ
て
居
る
｡

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
の
西
方
七
哩
'
ツ
ル
ー

｡
レ
ー
キ
沖
田

附
近
に
は
約

1
五
二

〇
エ
ー
カ
ー
の
罷
域
内
に
多
数
の
潰
蚤

の
石
油
を
件
ふ
て
湧
出
す
る
堕
水
泉
が
あ
る
｡
此
の
石
油
は

大
気
に
眠
ら
さ
れ
陶
化
し
て
士
療
育
即
ち
ブ
リ
ア
yJ
化
し
て
居
る
｡.
こ
の
ブ
リ
ア
を
採
掘
す
る
際
に
其
の
中
に
多
数

の
野
猷
及
び
鳥
相
の
骨
の
混
入
を
費
見
す
る
｡
こ
れ
等
寮
監
さ
れ
た
る
骨
頻
の
商
p
珍
柿
な
も
の
は
設
楽
利
加
の
各

所
の
博
物
館
に
保
威
さ
れ
て
あ
る
｡
雌
の
ブ
リ
ア
が
鳥
故
の
骨
を
混
入
す
る
理
由
は
'
恐
ら
-
附
紀
に
棲
息
せ
し
動

潜

的

地

質蝉
概
貰

宗

山

六

七



飽

球

筋
七
怨

節
二
班

…
竺

六
八

物
が
脱
水
を
聾
め
ん
食
め
泉
に
蓮

か
づ
き
､
知
ら
ず
知
ら
ず
の
閑
に
粘
着
力
強

き
柔
軟
な
る
ブ
プ
ア
に
足
を
艶

へ
ら

れ
脱
的
し
得
や

蓬
に
兜
死
し
て
政
の
結
泉
に
及
ん
だ
も
の
だ
解
さ
れ
て
層
も
O

b

テ
キ
サ
ス
西
南
部

S
o
u
th
･
W
esternT
e
x
a
s
軸
田

鹿
琶
渦
茸
我
意
靭

本
油
田
は
'
テ
キ
サ
ス
州
の
西
南
隅
'
メ
キ
シ
コ
の
国
境
鑑
か
-
に
敢
近
閑
費
さ

れ
た
数
ケ

の
血

相
の
捜
綱
で
あ
る
｡
油
田
地
に
近
か
き
有
名
な
る
都
市
は
ク

レ
ド
L
a
r
e
d
.

町
な
る
琴

本
納
田
は

1
準

フ
レ

ド
油
田
ど
も
云
ふ
｡

ク

レ
ド
は
メ
キ
シ
コ
･jJ
の
闘
境
を
劃
せ
か
リ
オ
◎
グ
ラ
ン
デ

R
io

Grand
河
に
漕
ひ
･
テ
キ

サ
ス
方
面
よ
-
メ
キ
シ
コ
に
迫
や

る
畷

1
の
餓
遣

T
e
x
a
s･A
k
xicanR
覧
w
ay

の
通
過
地
な
る
を
似
て
有
名
で
あ

る
｡
約
日
の
桝
在
地
は
ク

レ
ド
町
の
兼
方
三
十
哩
の
地
に
延
長
的
三
十
哩
の
問
に
殆
rrM商
北
に

一
荘
兼
を
な
し
て
八

仰
の
的
附
が
散
在
し
て
居
る
｡
此
の
方
南
は
沿
岸
低
地
鞘
の

7
部
に
し
て
低
夷
な
る
丘
陵
地
で
あ
る
O
テ
キ
サ
ス
州

の
他
の
方
面

の成
切
に
鋸
み
構
量
の
良
好
の
部
分
に
試
掘
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
｡
試
用
を
試
み
た
る
は
数
ヶ
所

な
り
L
も

】
九
二

7
年
十
二
月

ス
カ
ッ
ト
‥
､,
.ア
ン
ド
｡
シ
チ
I
S

cott･1V
fir
and
o
city
な
る
地
域
に
閲
掘
さ
れ
た

る
も
の
始
め
て
経
済
的
の
石
油
を
輿

へ
.
次
で
其
の
地
の
撃

1披
非
は

7
九
二
二
年
三
月
に
日
産

二

五

〇
〇
婿
の

畠
洗
非
を
碍
た
る
を
似
て
牧
人
の
注
意
を
惹
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

一
九
二
凶
年
段
の
塵
鶴
は
大
約

〓

7'
五

I)0
.

〇
〇
〇
覇
で
あ
る
｡

洲
肇
は
ア
ス
'1
ル
ト
で
ポ
ー
メ
二

〇
-
二
二
度
で
あ
る
｡

地
質
及
碩
庶

地
質
は
第
三
紀
の
飴
新
期
S
,も
の
に
し
て
p
地
表
に
は
其
の
最
上
部
厨
露
出
し
,
坑
井
を
掘
久
し

で
中
部
の
地
府
中
に
貯

溜す
る
石
油
を
況
取
し
て
屠
る
｡
窮
三
組
犀
中
に
成
立
せ
る
池
田
中
.
純
粋
に
塘
新
期
の
地

膚
中
よ
-
石
油
を
待

つ
あゝ
る
は
世
路
中
恐
ら
-
本
納
脚
の
み
で
あ
-
-
｡
左
に
其
の
厨
序
及
び
性
質
を
簡
翠
に
紹



右
の
内
'
現
在
石
油
を
産
出
し
っ
ゝ
あ
る
暦
準
は
プ
ア
モ
ア
膚
の
最
下
部
及
び
イ
ユ
ダ
ア
暦
の
上
部
で
あ
る
｡

此
の
方
南
地
異
の
分
布
は
北
部
テ
キ
サ
ス
油
田
地
方
の
そ
れ
./J
金
-
同
様
で
あ
る
｡
即
ち
北
部
テ
キ
サ
ス
に
て
は

北
部
に
向
つ
て
古
紀
の
地
膚
餅
は

-
.
漸
次
商
に
向
つ
て
新
妃
の
地
膚
が
現
は
れ
で
凍
る
｡
而
し
て
其
の
傾
斜
は
極

め
て
綬
涯
に
し
て
'
凡
て
メ
キ
シ
コ
醤
方
南
に
傾
斜
し
て
居
る
｡
雌
の
関
係
は
本
納
田
方
面
に
も
完
金
に
保
有
さ
る

石
油
地
質
撃
概
要

壱

1

六

九
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地

域

第
七
蓉

第
二
戟

責

七
〇

.

ゝ
も
P
唯
.

7
般
暦
向
が
北
部
.h
キ
ナ
ス
方
面
に
て
は
粕
々
東
西
に
近
か
き
も
･
.本
油
田
附
正
に
で
急
に
南
北
近
-

に
慶
向
し
て
居
る
｡
即
ち
テ
レ
ド
町
附
近
よ
-
西
方
に
は
自
重
如
暦
鍔
は
れ

･
本
油
田
附
近
は
第
三
紀
新
期
の
地
層

が
露
ほ
れ
て
居
る
｡
斯
-

7
椴
の
構
造
は
西
よ
り
兼
に
向
ひ
極
め
て
経
理
に
傾
斜
す
る
畢
斜
な
る
も
,
油
的
附
近
は

的
田
地
の
東
側
に
榛
は
-
二

大
犀
向
に
沿
ふ
断
層
に
由
-
珊
々
急
激
な
轡
山
を
な
し
･
殆
ど
断
層
だ
並
行
に

1
候

の
飛
長
な
る
燈
曲
を
形
成
し
て
居
る
｡
此
の
巌
曲
が
石
油
免
荷
を
誘
導
し
て
屠
る
わ
け
で
あ
る
｡
貯
溜
岩
は
凡
て
砂

暦
で
あ
る
｡○

退

羅

の

綬

叢

地

混
沌
掲
兆
牛
島
り
西
鴇
岸
私
擁
す
る
ブ
ケ
ツ
･1
州

1
肝
は
良
男
賓
な

鋤
銀

地
僻
で
.
勿
リ
ア
.I,,
~

レ
ノ
ン
､
パ
y

Jがtナ
t
,1
7フ
レ
が
~
ク
ラ

ど
-
サ
ツ
ツ
ル
願
が
此
州
内
に
含
ま
れ
て

居
る牛
島
束
鴇

岸
で
は
ナ
Tt

y
ス
-

ダ
ム
ラ
ッ
ト
が
最
大
の
産
地
で
バ
空

言

ラ
シ
rl
ラ
が
之
に
次

ぐ

次
_こ
､
ウ
チ
ル
プ
ラ
ム
明
地
は
ナ

コ
･t
ス
り
ダ
ム
ラ
ッ
ト
州
内
の
ア

ム
フ
ァ
ー
ク
ラ
イ
弧
に
起
羅
潜
り
ス
ヲ
シ

上
フ
附
近
サ
ム
イ
島
で
あ
る

大
槻
既
時

は

:
れ
が
大
tこ
盛
に
積
行
さ
れ
た
が
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
箱
賓

が
糾
え
iト
の
で
今
で
は
=
の
り
チ
ル
フ
ヲ
ム
媒
染
は
東

へ
il
o

金
は
ペ
グ
チ
ブ
y
O
バ
ン
サ
バ

,Y

P
ツ
タ
ナ
t
A
ア
ン
ム

ロ
串
に

野
見
さ
れ
て
ゐ
ろ
｡

鋼
脈
は
ダ
p
-
ラ
ブ
･i
ゴ
ロ
タ
ブ
リ
の
問
ー
チ
ャ

ン
･h
ク
盈
カ
ノ
ン

プ
ラ
に
凝
る
｡

サ
フ
ァ
イ
ヤ
が
カ
ノ
ブ
･-
…掛
に
あ
っ
Y
硯
に
採
取
さ
れ
.て
ゐ
ム
-
州帥

は
錫
媒
亡
紡
合
し
て
バ
タ
7]州
ヤ
ヲ
地
方
に
出
る
0

石
炭
は
ク
ヲ
ヒ
及
･1
77
,t
願
~
ス
ヲ
シ
rl
Jフ
願
内

キ
ア
y
サ
に
出
で

抹
珊
さ
れ
て
ゐ
ろ
.

俄
は
各
地
に
散
在

す
る
.

ハ
マ
JS
イ
ト
が
多

い
.
ア

ン
チ
屯
ニ
I
は

ラ
ン
バ
ン
に
~
毛
-
ブ
テ
ン
鱗
は
チ
ャ
ン
タ
ブ
ン
願
に
僚
見
さ
れ
て
ゐ

ろ
以
上
各
種
の
繍
魔
物
の
中
沸

7
使
わ
し
め
る

も
の
は
何
T,
い
っ
て

も
錫
で
あ
る
､
煤
石
の
よ

1
(
土
砂
の
中
か
ら
水
で
燕
取
L
i1
も
り
)
か

鴇
峡
砥
民
地

へ
輸
出
し
~
そ
=
で
製
放
さ
れ
る
､
大
部
分
は
彼
南

へ
向

け
ら
れ
る
｡

最
近
の
鷹
山
は
左
の
如
-
で
あ
る
｡
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